





















抵抗性を測定した。前培養した L. pneumophilaを 1.0
× 105 CFU/mlとなるように pH7.4の試験水に接種し
調整した。これに，0.2～ 0.8 mg/ lの次亜塩素酸ナト
リウムを添加後，接触時間を 10秒～ 2分で行い，そ
れぞれの接触時間においてレジオネラ属菌の菌数を測








湯（野天）では，1.0× 101 CFUから 1.0× 102 CFU
であり，102 CFU未満が 13試料 （86.7％）と最も多く
認められた。循環式温泉浴槽水では，1.0× 101 CFU




が各 3株（15.8％）と最も多く，次に，5群が 2株 
（10.5％），6群と 7群が各 1株 （5.3％）であった。循
環式温泉浴槽水は 1群が 10株 （35.7％）と最も多く，
次に 3群が 4株 （14.3％），2群，6群および 7群が各
1株 （3.6％）であった。塩素抵抗性試験より求めた
CT値（mg ･ min/ l）は，野湯では最高が 0.37，最低
が 0.14，平均±標準偏差は 0.29± 0.078であった。一
方，循環式温泉浴槽水では，最高が 0.62，最低が 0.25，
平均±標準偏差は 0.45± 0.147を示し，CT値は野湯
より循環式温泉浴槽水の方が高い傾向が認められた。
【結　論】
本調査により，野湯（野天）と循環式温泉浴槽のレ
ジオネラ属菌の生育状況を把握することができた。ま
た，両由来株の塩素抵抗性を比較することにより，生息
環境の違いによる塩素耐性の相違が明らかになった。
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